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n=28）に言語流暢性課題（verbal fluency task, VFT）を実施し、課題間の前頭葉活動を
NIRSにて評価し、2群間にて比較検討した。また質問紙表を用いて、抑うつ状態に関する指
標として The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（CES-D）、不安状態
に関する指標として State-Trait Anxiety Inventory （STAI-S）、認知機能に関する指標
として Mini-Mental State Examination（MMSE）を併せて評価した。 
心不全群では対象群に比して、NIRSによる前頭部活動は有意に低下していた(28.5 v.s. 
88.0 mM・mm, P<0.001)。さらに前頭部の活動性と CES-D、STAI-S、MMSE各指標との関連を
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